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「農家民宿」はじめてみませんか？

自
然
に
囲
ま
れ
た
中
、

人
の
温
も
り
に
溢
れ
る
場
所

　

町
で
は
、
旅
行
業
国
内
最
大
手
「
Ｊ

Ｔ
Ｂ
」
と
連
携
し
、
町
の
豊
か
な
自

然
と
人
々
の
心
の
温
も
り
を
活
か
し

た
着
地
型
・
滞
在
型
観
光
の
目
玉
と

し
て
、
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
（
農

泊
推
進
対
策
）
を
活
用
し
た
、
農
家

民
宿
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
交
付
金
事
業
は
、
２
カ
年
計

画
で
、
初
年
度
は
教
育
旅
行
の
受
入

体
制
強
化
を
目
的
に
、
農
家
民
宿
お

も
て
な
し
研
修
会
（
全
３
回
）
と
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
（
全
３
回
）
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
に
よ
る
活

力
Ｕ
Ｐ
・
若
返
り
」
と
「
農
閑
期
の

副
収
入
と
し
て
の
確
立
」
が
で
き
る

農
家
民
宿
を
今
後
も
推
進
し
て
い
く

と
と
も
に
、
取
り
組
み
を
拡
大
す
る

た
め
に
新
規
農
家
民
宿
開
業
者
を
増

や
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
特
集
で
は
、
農

家
民
宿
の
現
状
を
は
じ
め
農
家
民
宿

の
体
験
内
容
・
体
験
談
、
農
家
民
宿

の
開
業
条
件
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

●
農
家
民
宿
の
概
要
と
現
状

　

自
宅
で
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
と
農
山
漁

村
滞
在
型
余
暇
活
動
を
提
供
す
る
農

家
民
宿
。
町
内
で
は
、
平
成
27
年
か

ら
９
軒
の
農
家
民
宿
が
宿
泊
客
の
受

け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
農
家
民
宿
に
密
着
①

　

関
西
圏
の
大
学
生
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
お

招
き
し
、
農
家
民
宿
で
「
移
住
定
住

対
策
及
び
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
」
を

テ
ー
マ
に
体
験
し
て
も
ら
い
、
民
泊

体
験
や
観
光
地
と
し
て
の
町
を
検
証
・

評
価
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

【
参
加
者
】　

大
阪
大
学
11
人

　
　
　
　
　

神
戸
在
住
Ａ
Ｌ
Ｔ
５
人

【
実
施
内
容
】

（
１
日
目
）

　

�

道
の
駅
か
よ
う
→
お
餅
つ
き
体
験

（
昼
食
）
→
し
め
縄
づ
く
り
体
験
→

入
村
式
→
消
防
団
入
団
体
験
→
農

家
民
宿
（
宿
泊
体
験
・
夕
食
）

（
２
日
目
）

　

�

白
菜
収
穫
体
験
→
ピ
ザ
作
り
体
験

（
昼
食
）
→
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
→
離

村
式
→
小
森
温
泉
・
湯
の
瀬
温
泉

（
入
浴
）
→
道
の
駅
か
も
が
わ
円
城

広島県からお越しの酒井さん
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●
農
家
民
宿
に
密
着
②

　

教
育
旅
行
の
誘
致
の
た
め
に
高
校

生
を
お
招
き
し
、
実
践
的
な
教
育
旅

行
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
に
は
、
単
に
町
の
農
家
民
宿

を
体
験
し
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、

学
習
的
な
要
素
を
含
め
る
た
め
に
、

シ
ー
ワ
ン
（
町
内
米
粉
工
場
）
で
製

粉
さ
れ
た
米
粉
を
使
っ
た
ハ
ラ
ル
料

理
教
室
や
国
内
留
学
が
で
き
るnano 

village

英
語
村
で
の
外
国
人
と
の
交

流
を
併
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

【
参
加
者
】　

倉
敷
中
央
高
校
21
人

【
実
施
内
容
】

（
１
日
目
）

　

�

円
城
寺（
見
学
）→
お
祭
り
会
館（
見

学
／
体
験
）→
き
び
プ
ラ
ザ（
昼
食
）

→
米
粉
ハ
ラ
ル
料
理
教
室
→
入
村

式
→
農
家
民
宿
（
宿
泊
体
験
・
夕
食
）

（
２
日
目
）

　

�

朝
食
→nano village

英
語
村
（
交

流
）→
飛
躍
の
郷
ひ
だ
ま
り（
昼
食
）

→
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
→
離
村
式
→

道
の
駅
か
も
が
わ
円
城

　　　農家民宿体験談
学生の方から…

　「本当の孫のように迎え入れてくれて嬉しかった

です。初めて来たとは思えないほど落ち着いて過

ごすことができ、大阪で疲れた心が癒されました。

また、吉備中央町のおじ

いちゃん・おばあちゃん

に会いに行きます」

ALTの方から…

　「おでんを一緒に作っ

たり、地元に住む人の暮

らしと文化に触れること

ができて、より日本を好きになりました。もっと

吉備中央町にいたかったです」

農家民宿で生まれる「出会い」と「絆」
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コース 基本料金
１泊２食材（夜・朝）体験付

一　般
8,000円
※内訳
食材代：2,500円、体験料：1,200円

高校生
6,500円
※内訳
食材代：2,000円、体験料：1,200円

小学生～
中学生

5,500円
※内訳
食材代：2,000円、体験料：1,200円

小学生未満 無　料

●
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
は
、
実
施
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
の
成
果
を
元
に
、
体
験
内
容
の
磨
き
上

げ
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
）
の
確

保
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
農
家
民
宿
の
開
業
を
考
え
ら
れ
て
い
る
方
へ

　

今
、「
農
家
民
宿
」
を
開
業
す
る
方
が
増
え

て
い
ま
す
。
農
家
民
宿
を
開
業
す
れ
ば
、
宿

泊
客
に
「
体
験
」
を
提
供
し
、
自
宅
に
宿
泊

さ
せ
る
こ
と
で
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
宿
泊
客
に
と
っ
て
は
、
よ
り
深
く
そ
の

土
地
の
習
慣
や
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
の
も
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。
一
定
の
条
件

を
満
た
せ
ば
、
開
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
も
自
宅
を
使
っ
て
農
家
民
宿

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ま
た
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ
り

ま
す
「
農
家
民
宿

ち
ょ
っ
と
来
て
み
ら

れ
ぇ
き
び
っ
ち
ゅ
」
に

は
、
農
家
民
宿
の
受
け

入
れ
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
方
々
を
紹
介
し

て
い
ま
す
の
で
、
参
考

に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

協
働
推
進
課　

商
工
観
光
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
０
１

Q２

　　　以下の条件があります。
⑴　自宅の空き部屋など、１室からでも開業可能です。
⑵　�農家民宿の開業には旅館業法が適用されますが、規
制緩和されているので開業しやすくなっています。

⑶　�食事は宿泊者と一緒に作って食べることを基本と
しているので、食品衛生法上の許可は不要です。

⑷　�家主が居住している場合、家庭用の自動火災報知
機を設置することで、原則消防法の許可を受けら
れます。

Q１「農家民宿」を開業できる主な条件は？

　　　旅館業法の簡易宿所営業の許可申請が必要とな
ります。
※�岡山県農村振興課・消防署・保健所の事前確認があ
ります。

※�法改正（平成30年６月予定）により、手続きが簡略
化される可能性があります。

Q３どのような手続きが必要ですか？

　　　以下の支援があります。
⑴　�新たに農家民宿を開業する方は、許可を受けるの
に必要な施設整備に対する補助を受けることがで
きます。【補助率】1/2

⑵　�保健所の申請手数料は、吉備中央町観光協会が負
担します。

Q４開業資金の支援はありますか？

宿泊料などについて教えてください。

⑴　�近年、大阪を中心に農家民宿へ宿泊する親子や学生が増えています。子どもや若者たちとの交流により、若返り
と新たな農業へのやりがいを生み出すことが期待されます。

⑵　�都会の親子や若者と接することにより、夫婦間にも新たなコミュニケーションが生まれ、生活に活気をもたらす
ことが見込めます。

⑶　農産物販売収入とは別に、宿泊料は農業の副収入になり、経済的効果が上がります。
⑷　移住定住を希望する若い夫婦など、新たな交流の機会が増えます。

Q５農家民宿に取り組むメリットは？

気になる農家民宿の

Q＆A
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平
成
29
年
度
岡
山
県
優
良
実

践
校
表
彰

　

11
月
１
日
、
吉
備
高
原
小
学
校
が
平
成

29
年
度
岡
山
県
優
良
実
践
校
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
学
校
の
課
題
に
即

し
た
創
意
工
夫
や
地
域
と
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
を
行
い
、
学
力
向
上
や
問
題
行

動
等
の
改
善
に
努
め
た
学
校
の
う
ち
、
特

に
顕
著
な
実
践
が
認
め
ら
れ
る
県
内
の
10

の
小
学
校
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
町
内
で

は
吉
備
高
原
小
学
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
休
日
や
夏
季
休
業
中
に
お
け

る
授
業
の
実
施
、
保
護
者
と
教
員
で
構
成

さ
れ
る
「
読
書
推
進
委
員
会
」
に
よ
る
読

書
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
今
回
、

こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
、

受
賞
と
な
り

ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

住
み
た
い
ま
ち
定
住
奨
励
金

授
与
式

　

12
月
19
日
、
賀
陽
庁
舎
で
、
Ｉ
タ
ー
ン

奨
励
金
４
組
、
Ｕ
タ
ー
ン
奨
励
金
１
組
、

結
婚
祝
金
２
組
の
対
象
の
方
７
組
が
出
席

さ
れ
、
奨
励
金
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
町
長
か
ら
は
「
楽
し
い
町
、
賑
わ

い
の
あ
る
町
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
み
な

さ
ん
が
こ
の
町
を
盛
り
上
げ
て
、
み
な
さ

ん
で
こ
の
町
を
作
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ

り
が
た
い
」
と
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
奨
励
金
の
種
類
は
、
住
宅
取
得
奨

励
金
、
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
奨
励
金
、
就

業
奨
励
金
、
Ｉ
Ｕ
タ
ー
ン
奨
励
金
、
結
婚
祝

金
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
町

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
せ
ん
た
く
日

和
）
ま
た
は
、
広

報
紙
昨
年
５
月
号

及
び
12
月
号
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

交
通
安
全
機
器
贈
呈
式

　

１
月
９
日
、
交
通
安
全
環
境
の
整
備

と
事
故
防
止
を
目
的
に
、
び
ほ
く
農
業

協
同
組
合
か
ら
交
通
安
全
機
器
の
寄
贈

が
あ
り
、
賀
陽
庁
舎
で
同
組
合
の
中
村

常
務
理
事
か
ら
山
本
町
長
に
目
録
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
町
長
は
「
交
通
ル
ー
ル
の
指
導

と
整
備
を
行
い
、
町
内
か
ら
被
害
者
を

出
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
」
と
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。

　
今
年
度
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

夜
光
タ
ス
キ
と
ポ
ー
ル
付
き
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
３
基
で
、
夜
光
タ
ス
キ
は
希
望
者

へ
配
布
す
る
ほ
か
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は

老
朽
化
し
た
も
の
と
取
り
換
え
る
な
ど

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

県
警
音
楽
隊
ス
ク
ー
ル
コ
ン

サ
ー
ト

　

1
月
11
日
、
吉
備
高
原
小
学
校
の
開

校
20
年
、
吉
備
高
原
幼
稚
園
閉
校
記
念

行
事
と
し
て
、
県
警
音
楽
隊
ス
ク
ー
ル

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
児
童
や
保
護
者
、
地
域
の
方
ら

約
１
０
０
人
が
参
加
。
学
校
や
施
設
で

警
察
広
報
と
併
せ
て
音
楽
鑑
賞
会
を
実

施
し
て
い
る
音
楽
隊
員
26
人
が
、
人
気

ア
ニ
メ
や
映
画
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
な
ど

を
披
露
し
、
参
加
者
は
迫
力
の
あ
る
演

奏
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

まちの話題まちの話題

定住奨励金交付者数
（平成29年４月～今回交付者まで）
就業奨励金 16人
Ｕターン奨励金 ８世帯（17人）
Ｉターン奨励金 12世帯（31人）
結婚祝金 ６組
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平
成
30
年
吉
備
中
央
町
消
防

団
出
初
式

　

１
月
21
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総

合
会
館
で
、
平
成
30
年
吉
備
中
央
町
消

防
団
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
、
消
防
団
員

３
１
７
人
が
、
地
域
の
安
心
・
安
全
を

目
指
し
て
士
気
を
高
め
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
山
本
町
長
が
「
消
防
団

は
地
域
防
災
の
中
核
と
し
て
大
き
な
期

待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
後
、
宮
﨑
忠
消
防
団
長
が
「
団

員
は
、
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
存
在
と

な
り
、
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
て
下
さ
い
」
と
訓
辞
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
知
事
表
彰
や
町
長
表
彰
、

消
防
団
長

表
彰
、
特

別
表
彰
な

ど
１
１
０

人
の
消
防

団
員
、
１

チ
ー
ム
が

受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

中
学
生
国
際
交
流
研
修
団
報

告
会

　
１
月
21
日
、
き
び
プ
ラ
ザ
で
、
中
学
生
国

際
交
流
研
修
団
の
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
と
中
国
淮
安
市
淮
安
区
は
、
日
中
国
交

回
復
と
友
好
に
生
涯
を
尽
く
し
た
岡
崎
嘉
平

太
氏
と
周
恩
来
総
理
の
故
郷
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
遺
志
を
引
き
継
ぎ
相
互
理
解
と
親

善
を
図
る
た
め
、
訪
問
団
等
の
相
互
派
遣
を

通
し
て
文
化
交
流
を
行
い
友
好
の
絆
を
深
め

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
訪
問
活
動
は
、
８
月
18
日
か
ら

６
日
間
行
わ
れ
、
加
賀
中
学
校
の
生
徒
と
引

率
者
な
ど
12
人
の
研
修
団
が
淮
安
市
淮
安
区

を
訪
問
し
、
中
国
の
歴
史
や
文
化
を
肌
で
感

じ
た
他
、
交
流
会
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し

て
現
地
の
人
と
の
絆
を
深
め
ま
し
た
。

　
報
告
会
で
、
中
学
生
は
、
研
修
で
感
じ
た

こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
を
町
・
教
育
委
員
会
な

ど
の
関
係
者
や
地
域
住
民
な
ど
約
50
人
の
来

場
者
に
伝
え
ま
し
た
。

O
RAN

G
E RAN

G
E LIVE 

TO
UR 017-018 

～UNITY

～

　

１
月
28
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総

合
会
館
で
、
人
気
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
オ

レ
ン
ジ
レ
ン
ジ
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
町
内
外
か

ら
多
く
の
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
、
特
に
若

い
世
代
の
方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
会
場
の
外
は
極
寒
で
し
た
が
、
会

場
内
は
一
体
と
な
り
、
熱
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
岡
山

一
宮
高
等
学
校
の
吹
奏
楽
部
、
総
社
高

等
学
校
の
ダ
ン
ス
部
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
や
、
レ
ー
ザ
ー
照
明
を
使
っ
た

演
出
、
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
場

内
を
魅
了

し
て
い
ま

し
た
。

小
椋
久
美
子
さ
ん
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
開
催

　

２
月
３
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総

合
会
館
で
、
元
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
日
本
代

表
の
小
椋
久
美
子
さ
ん
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
宝
く
じ
の
助
成
金
で
実
施
し

ま
し
た
。
会
場
に
は
、
町
内
外
か
ら
約

１
２
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

小
椋
さ
ん
は
「
夢
を
実
現
す
る
チ
カ

ラ
」
を
テ
ー
マ
に
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
対

す
る
熱
意
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
体
験

談
、
両
親
の
教
育
な
ど
を
中
心
に
講
演
。

そ
の
中
で
も
「
自
分
が
な
り
た
い
姿
を

思
い
描
く
こ
と
が
成
長
へ
繋
が
り
強
く

な
れ
る
こ
と
」
や
「
支
え
て
く
れ
る
家

族
の
大
切
さ
」
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
来

場
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

まちの話題まちの話題
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役場からのお知らせ

消
費
生
活
相
談
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を
消
費
生

活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。「
困
っ
た
な
」と
思
っ

た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談

を
！！
（
当
日
受
付
可
）

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・�

は
が
き
、携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
不
当
請
求
・
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務

・
そ
の
他
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※
匿
名
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談（
心
配
ご
と
相

談
）を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
会

　

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る
年
金

請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本
年
金
機
構
高

梁
年
金
事
務
所
の
職
員
が
お
答
え
し
ま
す
。

日
時　
３
月
14
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　
加
茂
川
庁
舎
相
談
室

※�

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
３
月
13
日

㈫
正
午
ま
で
に
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。（
受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

平
成
30
年
度
ピ
オ
ー
ネ
栽
培

実
習
の
参
加
者
募
集
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
ピ
オ
ー
ネ
栽
培
実
習
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。
実
習
で
は
、

備
前
広
域
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
、
芽
か
き
、
誘
引
、
ホ
ル
モ
ン

処
理
等
の
ピ
オ
ー
ネ
の
基
本
的
な
栽
培

技
術
に
つ
い
て
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ピ
オ
ー
ネ
栽
培
に
取
り
組

も
う
と
い
う
意
欲
の
あ
る
方
、
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

�

町
内
在
住
在
勤
の
方
（
将
来
的
に
町

内
で
農
業
を
さ
れ
る
方
）

【
募
集
人
数
】　
15
名

【
実
施
回
数
】　
年
10
回
程
度

　

※
初
回
は
５
月
上
旬
を
予
定

【
実
施
場
所
】　
吉
川
２
７
３
３

−

２

　

吉
備
中
央
農
業
公
社
ピ
オ
ー
ネ
園
ほ
場

【
参
加
費
】　
無
料

【
参
加
申
込
締
切
】　
平
成
30
年
３
月
20
日
㈫

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

農
林
課　

農
業
振
興
班

�

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
8

聴
覚
障
害
者
等
へ
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
に
つ
い
て

　

聴
覚
等
に
障
害
の
あ
る
方
の
も
と
に

手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者
を
派
遣

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仲
介
支

援
を
し
ま
す
。
手
話
が
分
か
ら
な
い
方

で
も
、
相
手
の
話
を
文
字
に
し
て
伝
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●�

対
象
者　
聴
覚
又
は
音
声
・
言
語

機
能
に
障
害
の
あ
る
方

●�

派
遣
の
範
囲　
医
療
機
関
で
の
治
療

の
説
明
、
官
公
署
で
の
手
続
き
、
学

校
で
の
相
談
、
就
職
面
接
で
の
意
思

疎
通
支
援
な
ど

●�

届
出
期
限　
利
用
予
定
日
の
２
週
間

前
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ご

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
申
請
書
を
お
送

り
し
ま
す
。

●�

利
用
料　
無
料
（
た
だ
し
、
派
遣

時
に
入
館
料
等
が
伴
う
場
合
は
、
ご

自
身
と
手
話
通
訳
者
等
に
必
要
な
費

用
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

福
祉
課　

障
害
福
祉
班

�

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
７

相
　
　
談

日　
に　
ち

会　
　
　
場

３
月
６
日
㈫

賀
陽
庁
舎
相
談
室

３
月
20
日
㈫

加
茂
川
庁
舎
相
談
室

日時 ３月22日㈭　午前９時～正午

会場 豊野公民館 井原コミュニティ
センター

内容 行政・人権・福祉 人権・福祉

●お問い合わせ先
　住民課　戸籍住民班� ☎0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎0867-34-1522

7 2018.３月号　広報 



役場からのお知らせ

軽自動車の手続きはお早めに！
　軽自動車税は、毎年４月１日時点で軽自動車等を所有（登録）されている方に課税されます。
　他人に譲った、廃棄した等、車の所有者でなくなった場合には名義変更や廃車の届出をする必要があります。届出
をされていない場合、実際は所有していなくても課税されてしまいます。
　また、新しく車を購入・譲り受けた場合も登録手続きが必要です。
※諸手続きを自動車販売店等に委託された方は、委託先に手続きの完了をご確認ください。
　 申告窓口 　車種により手続き先が異なりますので、ご注意ください。

車　　種 手　続　き　先

軽自動車（軽三輪・軽四輪） 軽自動車検査協会　岡山事務所（岡山市北区久米177番地３）
☎050－3816－3084（コールセンター）

軽二輪（125cc超250cc以下） 中国運輸局　岡山運輸支局（岡山市北区富吉5301番地５）
☎050－5540－2072（ヘルプデスク）二輪の小型自動車（250cc超）

原動機付自転車、小型特殊自動車 住民課・加茂川総合事務所・吉川支所・大和支所・井原出張所

　必要な書類等は手続き先へお問い合わせください。

お問い合わせ先 　税務課　課税班　☎0866－54－1315

路線バス「総社南高北～宮前線」・「総社駅～妙仙寺前線」の利用について
　中鉄バス株式会社が運行している「総社南高北～宮前線」及び「総社駅～妙仙寺前線」については、赤字路線となっ
ており、国の補助金と町の負担金で維持されていますが、平成29年10月から国の補助金交付要綱が改正され、補助
要件となる一便（片道）当たりの平均乗車人数が0.5人から1.0人に引き上げられました。
　「総社南高北～宮前線」については、平成29年９月から11月までの３か月の平均が4.4人となっており、現在のと
ころ補助要件を十分満たしている状況ですが、「総社駅～妙仙寺前線」については、平均1.1人となっており、辛うじ
て要件を満たしている状況です。平成29年10月１日から平成30年９月30日までの平均乗車人数が1.0人未満になる
と国の補助金が打ち切られるため、路線を維持していくことが困難な状況となります。
　総社方面への買い物、通院などにぜひ路線バスをご利用いただきますようお願いします。
一便当たりの平均乗車人数

H29.9月 H29.10月 H29.11月 平均
総社南高北～宮前線 4.4人 4.2人 4.6人 4.4人
総社駅～妙仙寺前線 1.0人 1.2人 1.2人 1.1人

〈時刻表〉　総社駅・総社南高校方面　行き
宮前 田土 妙仙寺前 大和郵便局前 総社駅 総社南高北
●7：06 7：10 　  7：19   7：23   8：02 8：04

　  9：24   9：28 10：06
△14：30 14：34 15：12

　　　　　大和・田土・加茂市場方面　行き
総社南高北 総社駅 大和郵便局前 妙仙寺前 田土 宮前

●  8：27   9：05   9：09
★13：02 13：40 13：44

△12：58 　13：02 13：40 13：44 13：53 13：57
●16：50 　16：54 17：32 17：36 17：45 17：49

○16：54 17：32 17：36
★18：50 　18：54 19：32 19：36 19：45 19：49

お問い合わせ先 　中鉄バス株式会社岡山営業所　☎086－222－6601
	 総務課　行政班　☎0866－54－1313

★ … 土曜日、日曜日、祝日、振替休日は運休　△ … 土曜日のみ運行
● … 日曜日、祝日、振替休日は運休　　　　　○ … 日曜日、祝日、振替休日は運行

運  賃 	 妙仙寺前～総社駅    910円
	 宮前～総社南高北 1,080円
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Information from office

～男女共同参画に関するアンケート結果から～
　第３次男女共同参画基本計画を策定するため、平成29年７月28日～平成29年９月15日まで、町内に住所を有す
る20代から70代の男女800人を対象に男女共同参画に対する考えや意見の調査を行い、310人の方から回答をいた
だきました。ご協力ありがとうございました。
　アンケート結果の中から、重大な人権侵害であり、根絶すべき社会問題である「ＤＶ（ドメスティック・バイオレ
ンス）」について紹介します。配偶者や恋人などから、身体的暴力や精神的暴力、性的暴力、経済的暴力、社会的暴
力などの暴力を受けたことがあると回答された方は、男性４人、女性14人でした。その内の男性２名、女性６名の
方が暴力を受けたことを誰にも打ち明けたり相談したりしなかったと回答しています。
　次のような公的な相談窓口がありますので、ひとりで悩まず、まずはご相談ください。

◆県の相談窓口
　・岡山県備前県民局健康福祉部（月～金曜日、９：00～16：30）	 ☎086－272－3989
　・岡山県女性相談所（月～金曜日、９：00～16：30）	 ☎086－235－6060
　・ＤＶ夜間電話相談　岡山県女性相談所（月～金曜日、16：30～20：00）	 ☎086－235－6101
　・岡山県男女共同参画推進センター（ウィズセンター）
　　女性相談員による一般相談（火～土曜日、９：30～16：30）	 ☎086－235－3310
　　男性相談員による男性のための電話相談（毎月第２金曜日、17：00～20：00）	 ☎086－221－1270
◆町の相談窓口　保健課	 ☎0866－54－1326

お問い合わせ先 　協働推進課　地域振興班　☎0866－54－1301

お子さんの定期の予防接種はお済みですか？
　３月１日～３月７日は「こどもの予防接種週間」です。
　入園や入学前に今一度、母子健康手帳で接種歴を確認し、まだ接種がお済みでない予防接種がありましたら、早め
の接種をお勧めします。
　予防接種はそれぞれ定められた期間内に接種しましょう。
　なお、不明な点がありましたら医療機関または保健課までお問い合わせください。
※各予防接種時期を記載しますので参考にしてご確認ください。

定　
期　
接　
種

ワクチン名 対　　　象　　　年　　　齢
Ｂ Ｃ Ｇ １歳未満（１回）

四 種 混 合 １期初回：生後３ヶ月～90ヶ月未満（20日～56日までの間隔で３回）　
１期追加：１期初回３回目終了後６ヶ月以上あけて１回

二 種 混 合 ２期　11歳～13歳未満（１回）
Ｂ 型 肝 炎 １歳未満（初回：27日以上あけて２回　追加：１回目から139日以上あけて１回）
麻しん風しん
（ Ｍ Ｒ ）

１期　生後12ヶ月～24ヶ月未満（１回）
２期　小学校就学の始期の前日から１年前（１回）

日 本 脳 炎

１期　生後６ヶ月～90ヶ月（初回：２回　追加：２回目からおおむね１年後に１回）
２期　９歳～13歳未満（１回）
※�特別措置により、平成７年６月１日～平成21年10月１日生まれの方で１期の３回がお済みでない
場合、19歳まで接種機会が拡大しています。

ヒブワクチン 生後２ヶ月～60ヶ月未満に４回　※但し接種開始時期により回数が異なります。
小児肺炎球菌 生後２ヶ月～60ヶ月未満に４回　※但し接種開始時期により回数が異なります。
水 痘 生後12ヶ月～36ヶ月未満（３ヶ月以上あけて２回）
子宮頸がん
予防ワクチン

小学校６年生～高校１年生相当の女子（３回：接種間隔はワクチンにより異なります）
※現在、厚生労働省により積極的な接種勧奨を一時差し控えています。

お問い合わせ先 　保健課　地域保健班　☎0866－54－1326
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役場からのお知らせ

犬の登録および狂犬病予防注射について
　生後91日以上の全ての犬（室内犬も含む）は狂犬病予防法により、犬の登録
および狂犬病予防注射が義務づけられています。必ず登録（生涯１回のみ）と予
防注射（毎年１回）を受けてください。

１．集合注射を受ける場合
　町では毎年春に集合注射を実施しています。
　※日程表は広報きびちゅうおう４月号でお知らせいたしますので、注射会場と時間をご確認ください。
　　すでに登録をされている飼い主の方へは、文書にて別途ご案内いたします。
　　　・日程表の会場であれば、どの会場でも受けられます。
　　　・当日、犬の体調がすぐれない場合は接種せず、臨時日または動物病院で受けてください。
　　　・料金：新規登録の犬（１頭あたり）6,050円
　　　　　　　（登録料3,000円＋注射料2,500円＋注射済票交付手数料550円）
　　　　　　　登 録 済の犬（１頭あたり）3,050円
　　　　　　　（注射料2,500円＋注射済票交付手数料550円）
　　　　○おつりのいらないように、ご協力をお願いします。
　　　　○必ず犬を抑止できる方が、連れて来てください。
　　　　○飼い主のマナーとして、フンの後始末をする道具を必ずお持ちください。

２．集合注射を受けられない場合
　集合注射を受けられない場合は、動物病院等で予防注射を受けてください。
　吉備中央町外の動物病院で予防注射を受けた場合は、注射後役場で手続きが必要です。
　　新規登録の犬：注射済証、注射済票交付手数料（550円）、登録料（3,000円）を持参し、住民課、
　　　　　　　　　加茂川総合事務所または支所、出張所で手続きをお願いします。
　　登 録 済の犬：注射済証、注射済票交付手数料（550円）を持参し、住民課、加茂川総合事務所
　　　　　　　　　または支所、出張所で手続きをお願いします。
　※上記の手数料には注射料金は含まれていません。注射料金は注射時に動物病院等に支払うことになります。

町内で狂犬病予防注射を受けることができる動物病院
　沼本輝孝動物病院（下土井）　☎0867-35-0056　　河内みのり動物病院（吉　川）　☎0866-56-6655

【次のような場合も届出が必要となります】
　１）犬が死亡したとき … �登録を抹消する必要があります。住民課、加茂川総合事務所または支所、出張

所に届け出てください。
　２）犬を譲渡（譲受）したとき … 新しい飼い主が住む市町村の窓口に届け出てください。
　３）転居したとき … 転居先市町村の窓口に届け出てください。

お問い合わせ先 　住民課　生活環境班　☎0866－54－1316
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伸
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な
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や
か�

山
本　

豊
子

　

行
く
年
を
又
来
る
年
を
重
ね
つ
つ
健
や
か
な
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祈
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柏
手�

土
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照
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米
国
に
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も
帰
り
四
家
族
の
顔
ぶ
れ
そ
ろ
ふ
大
歳
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夜�
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大
震
災
妹
か
ら
の
連
絡
を
た
だ
た
だ
待
っ
た
言
葉
少
な
に�

河
内　

晶
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新
年
を
う
か
ら
集
い
て
乾
杯
の
音
頭
を
と
れ
る
九
十
歳
の
初は

る春�

国
只
由
紀
子

　

平
成
三
十
年
退
職
の
息
子
は
父
と
共
記
念
と
す
べ
く
産う

ぶ
す
な

土
神
詣
で�

中
山　

文
恵

＊３月の課題は「おやつ」、４月の課題は「咲く」です。
　投句の方法…はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－9　津賀公民館放送川柳係までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

＊�町内皆さまのご参加をお待ちして
います。

　�毎月第３木曜日に円城公民館（総
合福祉センター）へ５首までを持
参。合評・互選などをしています。

あ
ら
く
さ
短
歌
会�

（
円
城
公
民
館
）

放
送
川
柳
　
平
成
30
年
１
月
秀
句
　
題
「
希
望
」�

（
津
賀
公
民
館
）

今月の公民館主催行事をお知らせいたします。
※詳しくは各公民館へお問い合わせください。

開催期日 公民館 行　事　名 時間・会場・内容等

３月１日㈭ 御　北 長田・新山人生大学修了式＆第４回講座 午前９時20分～　長田ふれあいセンター　講演会：落語

３月２日㈮ 豊　野 豊稔大学閉講式 午前10時～

３月10日㈯ 御　北 豊岡人生大学修了式＆第４回講座 午前９時20分～　豊岡いきいきプラザ　映画会：釣りバカ日誌６

３月16日㈮ 下竹荘 平成大学修了式 午前10時～　講演：「食」を通じた健康づくり

３月16日㈮ 大　和 寿大学修了式 午前10時～　はつらつ元気体操

３月22日㈭ 納　地 終南大学閉講式 午前９時30分～

３月26日㈪ 御　北 長距離ウォーキング～ミッション２豊岡編～ 午前８時30分～　参加費無料　要申込

津賀公民館　　☎0867－34－1807　　円城公民館　☎0867－34－1555　　御北公民館　☎0867－35－0550
上竹荘公民館　☎0866－54－1784　　納地公民館　☎0866－54－0971　　豊野公民館　☎0866－54－0194
下竹荘公民館　☎0866－54－0970　　吉川公民館　☎0866－56－7020　　大和公民館　☎0866－55－5974

公民館コーナー
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今
年
の
六
月
二
十
三
日
、
義
父
は
七
十
五
歳
で
生
涯
を
閉
じ

て
し
ま
っ
た
。
去
年
八
月
進
行
性
癌
と
診
断
さ
れ
本
人
の
希
望

に
添
い
治
療
を
繰
り
返
し
た
。
苦
し
い
や
辛
い
を
絶
対
口
に
出

さ
な
い
義
父
で
あ
り
、
ど
ん
な
時
で
も
「
え
え
で
、
ご
は
ん
は

食
べ
と
る
。」
と
答
え
る
だ
け
だ
っ
た
。
し
だ
い
に
外
泊
が
で
き

る
ま
で
に
回
復
し
た
の
で
、
家
族
は
「
こ
の
ま
ま
治
る
か
も
し

れ
な
い
。」
と
希
望
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
数
日
と
い
う
間

に
脳
へ
の
転
移
が
見
つ
か
り
、日
ご
と
に
義
父
の
様
子
は
変
わ
っ

て
い
っ
た
。
そ
れ
で
も
義
母
は
、
ほ
ぼ
毎
日
、
岡
山
の
病
院
へ

行
き
顔
を
見
な
が
ら
大
す
き
な
ア
イ
ス
を
分
け
て
食
べ
、
た
く

さ
ん
の
話
を
し
て
い
た
。
時
間
が
空
い
て
い
る
人
は
だ
れ
か
が

病
院
に
行
き
、
義
父
の
様
子
を
見
て
回
復
を
祈
り
続
け
た
。

　

し
か
し
、義
父
の
状
態
は
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
悪
く
な
っ

て
い
き
、
や
む
な
く
治
療
を
断
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

義
父
は
家
に
帰
り
た
い
と
言
い
続
け
る
よ
う
に
な
り
退
院
、

希
望
ど
お
り
自
宅
で
の
生
活
と
な
っ
た
。

　

い
つ
も
過
ご
し
た
に
ぎ
や
か
な
会
話
の
中
で
ソ
フ
ァ
ー
に
横

に
な
り
、
テ
レ
ビ
を
見
て
義
母
の
手
料
理
を
ゆ
っ
く
り
味
わ
い

な
が
ら
食
べ
る
。
薬
や
水
分
は
、
し
だ
い
に
飲
み
込
む
の
に
か

な
り
の
時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
だ
い
に
立
つ
こ
と
や
歩
く
こ
と
も
支
え
が
な
い
と
倒
れ
そ

う
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
亡
く
な
る
二
日
前
に
は
、
ふ
ら

ふ
ら
し
な
が
ら
で
も
自
分
の
足
で
全
部
の
部
屋
中
を
歩
い
て

回
っ
た
そ
う
だ
。
自
分
の
家
に
お
礼
が
言
い
た
か
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

夜
に
な
る
と
義
母
は
義
父
の
横
で
寝
て
い
た
が
、
ち
ゃ
ん
と

呼
吸
を
し
て
い
る
の
か
、
し
ん
ど
そ
う
に
し
て
い
な
い
の
か
気

に
な
り
、
眠
れ
な
い
日
が
続
い
て
い
た
。

　

退
院
し
て
四
日
目
の
朝
、
義
父
の
容
体
が
悪
く
な
っ
て
、
再

度
岡
山
の
病
院
に
入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
点
滴
の
針
に
違

和
感
が
あ
り
抜
こ
う
と
す
る
動
作
が
続
い
た
。
手
袋
や
抑
制
帯

を
付
け
ら
れ
た
が
、
余
計
興
奮
し
て
し
ま
っ
た
。
今
ま
で
の
入

院
生
活
で
義
母
が
辛
く
感
じ
た
の
は
、
夫
の
拘
束
さ
れ
た
姿
や

変
貌
し
て
し
ま
っ
た
今
ま
で
に
な
い
様
子
を
見
た
か
ら
で
あ
っ

た
。
自
宅
か
ら
近
い
病
院
を
希
望
し
転
院
と
な
っ
た
。
し
か
し

医
師
か
ら
は
、

「
今
日
の
面
会
が
最
後
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
思
っ
て
来
ら

れ
て
下
さ
い
。
非
常
に
厳
し
い
現
状
で
す
。」

と
伝
え
ら
れ
た
。

　

去
年
か
ら
余
命
宣
告
を
受
け
、
家
族
の
中
で
何
度
も
話
し
合

い
を
繰
り
返
し
た
。
覚
悟
は
で
き
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
病

院
か
ら
危
篤
で
あ
る
連
絡
を
受
け
、
死
に
直
面
し
た
時
は
、「
夢

を
見
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
う
そ
で
し
ょ
う
。」

と
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

義
母
を
は
じ
め
家
族
・
親
族
が
本
当
に
よ
く
自
然
に
関
わ
り

を
も
っ
た
。
面
会
に
行
く
時
、
医
師
か
ら
説
明
を
受
け
る
時
、

検
査
の
た
め
遠
方
の
病
院
に
行
く
時
、
外
泊
を
す
る
時
な
ど
誰

か
が
「
私
、
僕
が
行
け
れ
る
よ
。」
と
手
を
挙
げ
動
い
て
い
た
。

　

自
宅
へ
と
帰
っ
て
来
た
時
は
、
家
族
が
集
ま
り
義
父
に
声
を

か
け
、
少
し
ず
つ
自
分
に
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
っ
た
。

　

誰
か
が
苦
し
ん
で
い
る
時
は
、
み
ん
な
で
声
を
掛
け
合
い
で

き
る
こ
と
を
す
る
。
仕
事
や
勉
強
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
が
、

自
然
と
出
る
温
か
い
行
動
や
言
葉
、
団
結
力
な
ど
が
家
族
に
自

然
と
身
に
つ
い
て
い
っ
た
。
み
ん
な
が
で
き
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ

れ
が
無
理
し
な
い
よ
う
に
出
し
合
い
、
義
父
、
時
に
は
義
母
の

助
け
を
し
て
い
た
。
そ
れ
は
義
父
が
生
前
、言
葉
数
は
少
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
何
事
も
見
て
覚
え
ろ
精
神
だ
っ
た
思
い
が
家
族
に

き
ち
ん
と
伝
わ
り
、
ど
ん
な
境
遇
に
な
っ
て
も
家
族
が
乱
れ
る

こ
と
な
く
、
自
然
に
お
互
い
を
助
け
合
う
こ
と
へ
繋
が
っ
た
の

だ
と
思
う
。

　

義
父
が
亡
く
な
っ
て
、
私
達
は
義
父
の
こ
と
を
思
い
出
し
て

い
る
。
元
気
そ
う
に
入
院
生
活
を
送
っ
て
い
た
一
年
前
の
事
や
、

言
葉
数
は
少
な
い
け
れ
ど
、
時
に
発
す
る
お
も
し
ろ
い
言
葉
、

野
球
や
水
戸
黄
門
が
好
き
だ
っ
た
テ
レ
ビ
視
聴
の
こ
と
、
家
で

過
ご
し
た
嬉
し
そ
う
な
顔
、
家
族
で
義
父
に
寄
り
添
い
た
く
さ

ん
声
を
掛
け
合
っ
た
こ
と
、
義
母
の
手
料
理
が
最
後
に
食
べ
ら

れ
た
こ
と
、
義
母
と
一
緒
に
横
で
寝
ら
れ
た
こ
と
な
ど
た
く
さ

ん
の
こ
と
が
よ
み
が
え
っ
て
き
た
。

　

こ
の
家
族
の
一
員
に
な
れ
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
う
。

　

た
と
え
今
後
、
誰
か
が
困
難
な
問
題
に
遭
遇
し
迷
っ
た
時
、

力
に
な
っ
て
欲
し
い
と
発
し
た
り
、
発
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
感

じ
た
り
し
た
時
、
必
ず
家
族
の
誰
か
が
支
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

　

義
父
が
病
気
に
な
り
、人
の
力
が
必
要
と
な
っ
た
。死
を
迎
え
、

ま
た
人
の
助
け
が
必
要
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
体
験
は
良
い

こ
と
で
は
な
い
け
れ
ど
、
い
ろ
ん
な
家
族
の
絆
が
強
く
な
っ
た

の
も
事
実
で
あ
る
。

　

現
在
家
族
は
四
十
九
日
ま
で
、
夜
の
お
経
を
み
ん
な
で
あ
げ

て
い
る
。
亡
く
な
っ
て
か
ら
も
義
父
を
思
い
続
け
る
気
も
ち
は

大
切
に
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

　

子
供
が
義
父
の
死
を
ど
う
感
じ
て
い
た
の
か
。
大
人
に
な
っ

た
時
、
進
ん
で
人
の
支
え
が
で
き
る
優
し
さ
を
持
っ
て
も
ら
い

た
い
。

岡
山
県  「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
28
年
度
）
今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、
禰
元
幸
恵
さ
ん
の

�

「
義
父
と
家
族
の
関
わ
り
で
感
じ
た
こ
と
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「義父と家族の関わ
りで感じたこと」
吉川小学校保護者

禰元　幸恵さん
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出会いの出会いの

扉扉

かもがわ図書館 ロマン高原かよう図書館

書　　名 著者・出版社 書　　名 著者・出版社
絵
　
　
　
本

いっさいはん

あかいふうせん

もりのちいさなしたてやさん

Minchi／岩崎書店

山田和明／出版ワークス

こみねゆら／風濤社

これはまる

アームストロング 宙飛ぶネズミの大冒険

おしりつねり 桂文我のでっち絵本

ツペラツペラ／ポプラ社

トーベン・クールマン／ブロンズ新社

北村裕花／ＢＬ出版

児
　
童
　
書

大根はエライ

モルモット・オルガの物語

君たちはどう生きるか

久住昌之／福音館書店

マイケル・ボンド／PHP研究所

吉野源三郎／マガジンハウス

ジュニアサッカー 世界一わかりやすいポ
ジションの授業
もしも月でくらしたら

RDG 氷の靴ガラスの靴

西部謙司／カンゼン

山本省三／WAVE出版

荻原規子／KADOKAWA

一
般
実
用
書

大家さんと僕

InRed特別編集 ストールの巻き方

浅田真央 私のスケート人生

池部太郎／新潮社

宝島社

浅田真央／新書館

人生は70歳からが一番面白い

北朝鮮 核の資金源 「国連調査」秘録

雲を愛する技術

弘兼憲史／SBクリエイティブ

古川勝久／新潮社

荒木健太郎／光文社

一
般
読
み
物

守教　上・下

13・67

ソバニイルヨ

帚木蓬生／新潮社

陳　浩基／文藝春秋

喜多川泰／幻冬舎

天翔ける

旅の終わりに

たゆたえども沈まず

葉室　麟／ＫＡＤＯＫＡＷＡ

マイケル・サドゥリアン／東京創元社

原田マハ／幻冬舎

３月の休館日 かもがわ図書館	 ☎ 0867－34－1115
	  0867－34－1124
ロマン高原かよう図書館	 ☎ 0866－54－1331
	  0866－54－1311

  5日　12日
18日　19日
21日　26日

『へんな生きもの　へんな生きざま』
� 早川いくを／編著・デザイン　エクスナレッジ  か

「へんな生きもの」ブームの担い手としてテ
レビ出演もされている早川いくをさん。この
本では様々な変わった生きものを、写真で見
ることができます。表紙を飾るハダカデバネ
ズミは、シロアリやミツバチのような真社会
性の生活を営む珍しい哺乳類で、女王や兵
隊、こどもたちを温めるふとん係まで存在す
るとのこと。解説文もユーモアたっぷりで、
大人からこどもまで楽しんで読める1冊です。

『山怪　山人が語る不思議な話』
� 田中康弘／著　山と渓谷社  ㋺

猟師さんや農家の方、林業を営む方々の、山で
出会った奇妙で不思議な体験談を集めた本です。
山に分け入った猟師さんが、ないはずの整備さ
れた道に出会い、そこを辿ったせいでひどく迷っ
てしまうというお話があるのですが、山の中に住
んでいるためか、妙にはっきり想像できてしまい、
少し背筋が寒くなりました。短いお話を集めて
あるので、合間にぱらりとめくってみては。

図
書館だより 2018 年３月号

新着図書
案内

お
す
す
め
本

�

紹
介
者
・
鈴
木
史
子

勉強、調査・研究など滞在型の利用が増えています。水分の補給やリ
ラックスをしていただくため、利用のルールを一部変更しました。
　　●テーブル席や学習スペースでお飲みください。
　　●絵本コーナー(畳)への持ち込みはご遠慮ください。
　　●本を汚損された際は、弁償して頂く場合があります。
　　●ガムやアメを含む食物は、食べられません。
　　●ゴミはお持ち帰りください。
　　＊携帯電話、スマホによる館内での通話はご遠慮ください。

「わたしの好きな色！
色が教えてくれる、

ほんとうの私」
日　時：３月17日㈯
　　　　14：00～15：30
場　所：かもがわ図書館
講　師：小川智子さん
　　　　（カラーコーディネーター）
対　象：小学生
＊�低学年の皆さんは、おうちの人と一
緒にご参加ください。

申込み：先着　こども15名
参加費：100円（飲み物代）

体験！ ブッククラブ館内への飲み物の持ち込みが
可能になりました

フタ付きの容器 フタが無い容器

13 2018.３月号　広報 



地域おこし協力隊便り Vol.

35

吉備中央町 町営塾kii＋（キイト）より
　平成29年度も残すところあとわずかとなりました！ 今年一年、生徒

たちは一生懸命勉強に取り組んできました。中学１・２年生はタブレッ

ト学習を中心に日々学習を進め、３年生は３月８日に控える公立高校

の入試に向けて受験勉強に励んでいます。生徒たちが主体的に勉強に

取り組んでいけるよう、kii＋スタッフ全員で彼らの学習をサポートし

ていきたいと思っています。

〜探究授業〜
　タブレット学習に加え、町営塾kii＋では、「探究授業」を取り入

れています。「探究授業」とは、子どもたちが持つ「なぜ？」「どう

して？」といった知的好奇心を刺激することで、興味関心を引き出

すための授業です。通常は隔週水曜日に実施していますが、冬休み

は特別プログラムと題し、映画を通じて感じる海外の文化、「お金

の価値」や色彩心理学など、様々なものをテーマにして授業を行い

ました。授業を通じて、生徒たちの興味関心の幅を広げ、彼らが自

分から積極的に調べたり、行動してみたりと、学ぶことへの意欲を高めていって欲しいと思っています。

今後も引き続き、生徒たちが新たな気づきを得ることで、ワクワクするような授業を展開していきます！！

３月４日㈰  午前10時から午後２時　ロマン高原かよう総合会館　入場無料！

今、私たちは町の皆さんが心から楽しんでいただけるように準備を進めています！
さぁ、開催まで約２週間！ 町の一大イベントになるよう、全力で盛り上げていきます！

来 て 見 て 感 じ て ！  吉 備 中 央 町 地 域 お こ し 協 力 隊

き　　び　　ち　　ゅ　　う　　お　　う　　サ　　ー　　ク　　ル

嵐史チャレンジ 吉備中央マルシェ 水車プロジェクト kibi cycle 町営塾kii＋

ま も な く 開 催 で す ！
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Information

町以外からの

お知らせ

Info
rmation国

税
専
門
官
募
集

　

国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
募
集
要
項
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
受
験
資
格
】

１
．�

昭
和
63
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

２
．�

平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

⑴　

�

大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
31

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
者

⑵　

�

人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

【
採
用
予
定
数
】

１
．�

採
用
予
定
数
に
つ
い
て
は
、
別
途
、
人

事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

２
．�

採
用
予
定
数
は
変
動
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
最
新
情
報
は
人
事
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
試
験
の
程
度
】　
大
学
卒
業
程
度

【
受
験
申
込
方
法
】

●�

原
則
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

り
申
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

�http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

●�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で
き
な

い
場
合
は
、
受
験
申
込
書
を
第
１
次

試
験
地
に
対
応
す
る
国
税
局
に
郵
送

又
は
持
参
す
る
方
法
に
よ
り
申
込
み

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
受
験
受
付
期
間
】

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み

　
�

平
成
30
年
３
月
30
日
㈮　

午
前
９
時
～

�

４
月
11
日
㈬

　
（�
４
月
11
日
㈬
ま
で
に
申
込
デ
ー
タ

を
受
信
完
了
し
た
も
の
に
限
り
受

け
付
け
ま
す
）

●
郵
送
又
は
持
参
に
よ
る
申
込
み

　

平
成
30
年
３
月
30
日
㈮
～
４
月
２
日
㈪

　
（
４
月
２
日
㈪
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
）

【
第
１
次
試
験
】

●
試
験
日　

平
成
30
年
６
月
10
日
㈰

●
試
験
地　

松
江
市
、
岡
山
市
、
広
島
市

●
試
験
種
目

　

基
礎
能
力
試
験
（
多
肢
選
択
式
）

　

専
門
試
験
（
多
肢
選
択
式
、記
述
式
）

【
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日
】

●
平
成
30
年
７
月
３
日
㈫

【
第
２
次
試
験
】

●�

試
験
日　

平
成
30
年
７
月
11
日
㈬
～

７
月
19
日
㈭
の
う
ち
指
定
す
る
日
時

●
試
験
地　

広
島
市

●
試
験
種
目　

人
物
試
験
、
身
体
検
査

【
最
終
合
格
者
発
表
日
】

●
平
成
30
年
８
月
21
日
㈫

【�

受
験
案
内
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
請

求
、
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　

〒
７
３
０

－
８
５
２
１

　

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６

－

30

�

☎
０
８
２

−

２
２
１

−

９
２
１
１

　

又
は
お
近
く
の
税
務
署
総
務
課
へ

【
採
用
案
内
情
報
等
】

●
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　
（htto://w

w
w
.nta.go.jp

）

陸
海
空
自
衛
官
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
陸
海
空
自
衛
官
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
募
集
種
目
と
要
項
は

次
の
と
お
り
で
す
。

●
自
衛
官
候
補
生

・
受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

・�

受
付
期
間　

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て

お
り
ま
す
。

・�

試
験
日　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

●
一
般
曹
候
補
生

・
受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

・
受
付
期
間　
３
月
１
日
㈭
～
５
月
１
日
㈫

・
試
験
日

　

１
次
試
験　

５
月
26
日
㈯

　

２
次
試
験　
６
月
27
日
㈬
～
７
月
２
日
㈪

※�

２
次
試
験
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
か

１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
岡
山
地
方
協
力
本
部　

高
梁
地
域
事
務
所

�

☎
０
８
６
６

−

２
２

−

２
３
１
４

肝
臓
病
予
防
講
座

高
梁
医
師
会
主
催
市
民
公
開
講
座

久
保
木　

眞 

先
生

特
別
講
演
会
と
個
別
相
談
会

日
時　
平
成
30
年
３
月
31
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
～
３
時

場
所　
高
梁
国
際
ホ
テ
ル
２
Ｆ

　
　
　

ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル

講
師　

�

盛
岡
大
学 

栄
養
科
学
部 

栄
養

科
学
科 

教
授 

久
保
木 

眞 

先
生

演
題　

�『
進
化
し
た
Ｃ
型
肝
炎
治
療
薬

に
よ
る
治
療

−

治
癒
後
の
日
常

生
活
上
の
注
意
点
を
含
め
て

−

』

岡
山
県
最
低
賃
金
改
定

　

岡
山
県
最
低
賃
金
が
平
成
29
年
10
月

１
日
か
ら
時
間
額
７
８
１
円
に
改
定
さ
れ

ま
し
た
。
最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低

賃
金
法
に
基
づ
い
て
国
が
賃
金
の
最
低
限

度
を
定
め
、
使
用
者
は
、
そ
の
最
低
賃

金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
制
度
で
す
。

　

最
低
賃
金
に
は
、
岡
山
県
内
の
全
て

の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ

る
「
岡
山
県
最
低
賃
金
」
の
ほ
か
に
、

特
定
の
産
業
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者

に
適
用
さ
れ
る
「
特
定
最
低
賃
金
」
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
労
働
局　

賃
金
室

�

☎
０
８
６

−

２
２
５

−

２
０
１
４
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お兄ちゃん、お姉ちゃんが
大好き♡ いっぱい遊んで楽
しく過ごそうね。

● 平成29年３月３日生まれ 日ひ
か
さ笠  

　
遥は

る 

ち
ゃ
ん
（
上
竹
）

みなさんからお便り・みなさんからお便り・
イラスト・写真をイラスト・写真を
お待ちしています。お待ちしています。

みんなのみんなの
ページページ

おめでとう
満１歳

輝かしい誉れ ～栄光をたたえます～

　勉強やお絵かき、宿題をしている時に出る消しカスが、いつも机の下に落ち
てしまい、消しカスをパクパク食べてくれる物があったらいいなと思っていた
時、考えつきました。大勢の人の前で表彰されて恥ずかしかったけど、とても
うれしかったです。お父さんもお母さんも喜んでくれました。友達にも「新聞
に載っとったで」と言われて、うれしかったです。

仁澤  美月さんの Comment

下竹荘小学校　１年

  仁澤　美月 さん（湯山）

第81回岡山県児童生徒発明くふう展

� 発明協会会長奨励賞
作品の紹介

●作品名　　消しカス食べーる君
●利用方法　�勉強机の好きなところにパチッとはさんで、消し

カス等をそこに捨てることができる。
●使い方　　①いつも消しカスを落としてしまう位置に置く。
　　　　　　②�勉強を頑張りつつ消しカスを落とし入れる。
　　　　　　③終わったら外してゴミ箱に消しカスを捨てる。

Happy
 Birthday!
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「
農
」で
築
く
家
族
の
幸
せ

●
移
住
を
決
め
た
き
っ
か
け
？

　
子
ど
も
が
生
ま
れ
、
家
族
の
こ
と
を
考
え
た
時
、

自
然
の
中
で
家
族
と
の
絆
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

子
育
て
を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
吉
備
中
央
町
は
、
自
然
豊
か
で
、
移
住
や

就
農
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
が
充
実
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
こ
の
町
で
農
業
を
し
た
い
と
思
い
移
住

を
決
め
ま
し
た
。

●
農
業
を
す
る
こ
と
に
不
安
は
な
か
っ
た
か
？

　
移
住
す
る
前
に
１
ヶ
月
間
の
農
業
体
験
研
修
に

参
加
し
た
の
で
、
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

毎
日
新
し
い
こ
と
ば
か
り
で
刺
激
が
あ
り
、
楽
し

く
ピ
オ
ー
ネ
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

●
家
族
の
過
ご
し
方
は
？

　
子
ど
も
が
小
さ
い
の
で
、子
育
て
ひ
ろ
ば「
ゆ
う
」

へ
参
加
し
た
り
、
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
を
利
用
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
多
く
の
方
と
知
り
合
う
こ
と
が

で
き
、
交
友
関
係
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

●
最
後
に
一
言
…

　
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
色
々
な
困
難
に
直
面

す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
家
族
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

まちと
つながる

佐々木  貴宏 さん
� （竹荘）

新生活の地として、なぜこの地を選
んだのか、移住者を魅了するものは
何なのか？ 移住者のさまざまな思い
を聞きました。

Second Home❽ 平成29年３月に北海道から吉
備中央町へ移住しました。現
在は、妻と子ども２人の４人
で生活しています。また、新
規就農研修生としてピオーネ
栽培に取り組んでいます。

Profile

輝かしい誉れ ～栄光をたたえます～

　１学期の図工の時間に、クラスの友達と一緒にしている
給食後の歯磨きの様子を描きました。描く中で、人の位置
のバランスが難しかったです。自分なりに工夫をして描い
た結果、賞を取ることができとても嬉しかったです。

安田  匠さんの Comment

上竹荘小学校　５年

  安田　匠 さん（上竹）

平成29年度岡山県歯科保健
　　図画・ポスターコンクール　　　特 選
●主　　催　�岡山県教育委員会・岡山県学校保健会・

岡山県歯科医師会

安田くんの作品

17 2018.３月号　広報 



EVENT INFORMATIONEVENT INFORMATION
イイベンント情情報

第12回
吉備中央町文化協会総合文化祭のお知らせ

開 催 日　平成30年３月11日㈰
会　　場 　ロマン高原かよう総合会館
主　　催 　吉備中央町文化協会
※詳しい内容等については、チラシをご覧ください。

お問い合わせ先 　吉備中央町文化協会事務局（吉備中央町教育委員会事務局内）
	 ☎0866－56－9191

ストレッチポール教室
　ストレッチポール教室を開催します。皆さんのご参加をお待ちしています。

日　　時　平成30年３月17日㈯　午前10時～11時30分
場　　所　ロマン高原かよう総合会館　トレーニングルーム
参 加 費　無　料
講　　師　OSKインストラクター
持 参 物　動きやすい服装、飲み物、タオル
※事前に予約が必要になります。

お問い合わせ先 　協働推進課　商工観光班　☎0866－54－1301

今
月
号
の
表
紙

▼
今
月
号
の
表
紙
は
、
御
北
小
学
校

で
行
わ
れ
た
昔
遊
び
交
流
会
の
様
子

で
す
。
昔
遊
び
の
名
人
と
呼
ば
れ
る

地
域
の
方
に
、
こ
ま
回
し
の
コ
ツ
を

教
わ
り
な
が
ら
、
何
度
も
何
度
も
挑

戦
し
て
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

▼
今
月
か
ら
始
ま
っ
た
平
昌
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
。
日
本
人
選
手
の
活
躍
や
メ

ダ
ル
獲
得
に
皆
さ
ん
も
期
待
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
世

間
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ド
一
色
の

中
、
元
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
日
本
代
表
選

手
で
有
名
な
小
椋
久
美
子
さ
ん
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
取
材
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
す
べ
て

を
注
い
だ
人
生
の
中
で
、
彼
女
を
一

番
近
く
で
支
え
続
け
た
家
族
の
存
在

の
大
き
さ
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
対
す
る
理
解
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
「
必
ず
帰
っ
て
く
る

場
所
」
を
作
っ
て
く
れ
た
両
親
、
嬉

し
さ
や
辛
さ
と
い
っ
た
感
情
の
共
有

が
で
き
る
家
族
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

通
し
て
、
家
族
が
一
番
の
理
解
者
で

あ
る
と
同
時
に
家
族
と
の
繋
が
り
を

強
く
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、
勉
学
、

就
職
、
結
婚
な
ど
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に

理
解
者
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
理
解

し
て
も
ら
う
立
場
か
ら
、
理
解
し
て

あ
げ
る
立
場
に
な
り
た
い
、
私
自
身

そ
う
思
え
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
し

た
。�

田
淵
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　１月19日、御北小学校で昔遊び交流会が行われました。昔の遊びを通して地域の方
との交流を深めるために毎年実施されるこの会には、同校の１、２年生19人と地域の
方13人が参加。竹馬をはじめおはじき、こま回し、あやとり、折り紙など約10種類
の昔遊びを楽しみました。児童たちは、昔遊びのやり方やコツを地域の方に教わろう
と、何度も質問したり挑戦したりしていました。
　交流会の最後には、児童たちが手作りしたぜんざいを地域の方に振る舞い、交流を
深めました。

昔遊び交流会TOPIC 2

　１月23日、全国学校給食週間に合わせ、町内の９小学校と加賀中学校
で猪肉を活用した給食会が行われました。町内の学校栄養教諭が、昔懐
かしい給食や地元食材のみを使用した給食など新たな学校給食のメ
ニューの開発を進めてきました。
　今回は、ぼたん鍋や猪肉と野菜の甘酢煮、猪肉のみそカツ丼などの給
食を提供。初めて猪肉を口にする子どもたちは「思ったより柔らかくて
美味しい」と嬉しそうに食べていました。

地産地消  猪肉活用給食会TOPIC 3

　１月１日、第36回吉備高原新春マラソン大会（主催＝吉川地域づくりの会で組織する大会実行委員会）が開催
されました。
　大会は、２㎞のファミリーコースと３㎞、５㎞のコースで行われ、町内外から訪れたマラソン愛好家や家族連
れなど過去最多となる207人が参加しました。
　参加した選手は、吉川公民館前をスタートすると、家族やスタッフの声援を背に、寒さを吹き飛ばしながら、
一生懸命コースを走り抜けました。

第36回吉備高原新春マラソン大会TOPIC 1
PHOTO
TOPICS
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22世紀の理
ふ る さ と

想郷  吉備中央町

子どもたちの笑い声があふれる　懐かしくて新しい　ふるさとの創造

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

火災・救急
テレホンガイド

人口の
　うごき

人　口　11,718人（−116） 男　5,639人（−80）
女　6,079人（−36） 世　帯　5,453戸（−82）

●火 災 情 報  ☎086－226－0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内  ☎086－231－0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

※平成30年２月１日現在　（　）は前月との増減

　11月７日、きらめき認知症トレーナーの岡先生をお招き
して研修会を開催しました。テーマは、「認知症の“人の気持
ち”～思いを理解して関わる～」です。認知症の基礎知識、
予防する食べ物や生活習慣、さらに当事者の方の思いを理
解して進行を遅らせる接し方などについて、クイズを交え
ながら分かりやすく教えていただきました。
　いつまでも自分らしく、笑顔で安心して暮らせる地域づ
くりに役立てたいと思います。

愛育委員会活動報告 大和支部

栄養委員さんからの One Point アドバイス

＊�ひじきを入れることでカルシウムを摂ることができます。

材　　料  作　り　方
キャベツ 	  80ｇ
人参 	  20ｇ
ハム 	  10ｇ
コーン 	  10ｇ
ひじき 	  ２ｇ
砂糖 	  ４ｇ
酢 	  ６ｇ
ごま油 	  ２ｇ

１．ひじきは水に戻して水分を切る。
　　少量のごま油で炒める。（風味が良くなります）
２．キャベツ、人参を千切りにして茹でる。
　　ハムも千切りにする。
３．調味料を合わせる。
４．�ひじきの水分を十分に切り、キャ

ベツ、人参、ハム、コーンに調味
料を加えて和える。

１日350ｇ　両手１杯の緑黄色野菜　両手２杯の淡色野菜を
生活習慣病予防のために食べよう！

御北栄養委員からのおすすめ野菜料理
今月の旬の野菜『キャベツ』 キャベツのひじき和え（２人分）

ご寄附に感謝します  育英資金（敬称略）
香典返し（金一封）	 能瀬　始男（高　谷）、難波　清人（田　土）、岩崎　計夫（和　田）
	 杭田　　元（上田東）、宮𦚰　義明（豊岡下）、福井　　実（下土井）
	 遠部　隆祺（水戸市）、森田　芳迪（吉　川）、新谷　昌之（竹　荘）
	 繁森美知子（豊岡上）、浮森　克彦（豊岡下）、近藤　悦三（小　森）
玉串料返し（金一封）	 海士部　通（三納谷）
この育英資金は皆さまからのご寄附によって運営しています。会計管理室、各支所、出張所でご寄附を随時受け付けています。

（１人あたり）	 エネルギー：72kcal　たんぱく質：3.4g
	 カルシウム：69mg　食塩：0.2g
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